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化学的視点から古代紫とは 

名称：古代紫、チリアンパープル、貝紫、帝王紫、等。 

     化学名は6,6’-ジブロモインジゴ 

化学構造 
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    古代紫（6,6’-ジブロモインジゴ）              参考：藍（インジゴ） 
            赤紫色                         青色 
 
１９０９年、P. Friedlander は１２,０００粒のシリアツブリボラ か
ら１.４gの色素を得て化学的組成を明らかにした。 



古代紫の化学合成経路 
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(A) 4-Bromo-2-nitoromethylbenzene 
(B) 4-Bromo-2-nitorobenzylidene Diethanoate 
(C) 4-Bromo-2-nitorobenzaldehyde 
(D) 6,6`-Dibromoindigo 

※ 文献による合成法を改良したがここでは省略する。 



なぜ合成品が市販されていないのか 
             （合成と染色を試みた結果から） 

高価である。 

    原料試薬が高く、合成も面倒で手間がかかる、実際に商
品として販売をするにはかなり高価なものになってしまう。
しかし一部のマニアを対象に商品化は可能と思われた。 

   

 インジゴと同様の方法（還元）で染色液を調合すると、光の
影響での脱臭素化が起こり、インジゴになってしまう（藍化
する）。商品として販売した場合、客からクレームがつく事
が十分考えられる。 

 

世間に知られていない。 

 



古代紫（貝紫）とは     「日本大百科全書（小学館）」より 

  軟体動物門腹足綱アクキガイ科の貝の鰓下腺（さいかせん＝パープ
ル腺）から分泌される粘液が、酸化された状態で安定した紫色になる
のを利用した染料。地中海域では古代、アクキガイ科の2種ツロツブリ
とシリアツブリが主としてこれに用いられ、古代フェニキア人はこれらを
多量に出荷したため、その港町ティルスの名を冠してツーロ紫(Tyrian 
purple)とよばれている。 

  しかし、この貝1個からとれる色素は非常に少なく高価で、ローマ時代
は皇帝と元老院議員のローブにだけ用いられ「帝王紫」とよばれた。紀
元前1000年以上も前の貝塚から、染料を採取された貝が出土している。 

  同様の習慣がメキシコなどのインディオにもあり、同じアクキガイ科の
レイシガイ類を用いて現在でも細々と続けられ、民族衣装に利用され
ている。 

  日本でも以前は三重県の海女（あま）が、頭にかぶる手拭（てぬぐい）
にレイシガイ類の粘液をこすりつけて紫色の印をつけ、まじないにする
習慣があったといわれるが、これも「貝紫」の一種である。 

 



ここで歴史を遡って：古代における紫色の染料 

遙か紀元前の昔から地中海地域では貝が吹き出す液
から赤紫の色を染める人々がいた。 

カルタゴの英雄ハンニバルや古代ローマの英雄カエサ
ル、またクレオパトラ等に好まれ、多くのドラマをも生み
出し、権威の象徴ともなった。 

貝による紫染めは悪鬼貝科の貝による。この種の貝は
世界的にかなり多く、熱帯から温帯に至るまで広範な
海域に棲息している。 

 しかし、地中海地域では紀元を境にその頃からほとん
ど生産されていない。 

南米ではその後も使われていた、また日本では吉野ヶ
里遺跡から出土し話題になった。 

 
 



カエサル（シーザー）とクレオパトラ 
              「シーザーの晩餐」塚田訳、時事通信社   

 

 カエサルとクレオパトラの宴会：たいていの布地はテュロ
スの紫紅染料に漬けられ、幾度も染料を吸わせて染め
上げた物であった。 

 

 クレオパトラがカエサルの為に考えた。ナイルを遡り上エ
ジプトまでの船旅をした。（中略）この時の船は巨大で豪
華、そしてその主帆は紫に染められていた。 

 

その後のポンペイウス軍との戦いではムンダで大勝利、
凱旋行進でカエサルは紫のマントを翻しながら大歓声の
中を行進した。 



聖書の中の科学「むらさき」 中島路可、裳華房、より 

旧約聖書では「紫の衣を着た軍人、長官、司令官・・・」（エゼキ
エル23章6節）、「ミデアンの王たちの着た紫の衣・・・（士師記8
章26節）、「紫色の細布の上着・・・」（エステル8章15節）、「紫の
着物で育てられた者も、今は灰だまりの上に伏している」（哀歌
4章5節）、と紫の衣服が権力の象徴として使われたことを示して
いる。 

新約では十字架にかけられるために捕らえられたイエスに紫の
衣を着せ、権威の象徴である紫の衣服をつけているのに、力の
無いことを兵士達はあざけり笑ったのである。（マルコ15章16節、
ヨハネ19章2節、マタイ伝では赤い外套２７章27節、ルカ伝では
はなやかな着物23章11節となっている。） 

テアテラの紫布の商人で神を敬う婦人ルデヤの記事（使徒行
伝16章14節）は、「むらさき」が重要な商品であったことを示す。 



セーマン、ドーマン（三重県・志摩・海女の魔よけ） 

これに関してはっきりとした謂われは伝わっていないが、魔除け、魔おどし、龍
宮にひきこまれるのを防ぐためのおまじないとされている。 
なお、海女達が恐れる魔の代表的なものとしてはトモカヅキ、山椒ビラシ（身体
をチクチクとさす生物とされる）、尻コボシ（肛門から生き肝を引き抜く魔性といわ
れる）、ボーシン（船幽霊）、引モーレン（海の亡者霊）、龍宮からのおむかえ、な
どがある。 
磯手拭や襦袢などに、星形の印（セーマン）と格子状の印（ドーマン）を古代紫
で描くまたは黒糸で記し、海での安全を祈願する。磯ノミ、磯ジャツ（上着）、磯メ
ガネなど、海女の用具全般に記され、また、漁夫の褌にも記されることもある。 
                                  （ウィキペディアより） 
三重県相差(おうさつ)の神明神社ではセーマンドーマンのお守りを販売。 

セーマン印（左）とドーマン印（右） 

平安時代の陰陽師である安倍晴明と
蘆屋道満に基づくとされている。 



古代紫還元体への光の影響（脱臭素化：藍化) 

Christpher J.C.  Tyrian purple:6,6’-Dibromoindigo and Related Compounds   Molecules 2001,6 p736-769 

        古代紫 染色液 

         染色液（分解）          藍（青変） 



染色液をセロハン遮光した後の染色結果： 
                 染色後の色調（布：シルク） 

遮光なし 
青色セロ
ハン遮光 

黄色セロ
ハン遮光 

赤色セロ
ハン遮光 暗所保管 

1時間後 

2時間後 

3時間後 

4時間後 



染色液への光の影響の除去法 

 

 黄色セロハンや赤色セロハンが持つ遮光域を利用して貝紫染色
液の光劣化（藍化、脱臭素化）を抑えることができる。 

 

 赤色セロハンによる遮光は特に貝紫染色液の変質を防ぐ働きが
強い。 

  ⇒赤ランプの使用で室内は赤色となる、実際に染色をする際の
作業には少々の慣れが必要になる。 

 

 短時間であれば黄色セロハンでも可能である。 

  ⇒作業環境としてはこちらのほうが好ましい。 



シルク布の染色結果 
     （古代紫と藍の染色液を混合して用いた染色） 

 

 

10:0 7:3 5:5 

3:7 0:10 
古代紫：藍 



シルク布の染色結果 
      （古代紫染色液を外に出し太陽光に当ててから染色） 

１０分 ３０分 ６０分 

９０分 １２０分 
太陽光による
変化(時間毎） 

意識的に望みの程度の藍化（青変）を利用することもできる。 



建て染め染料が皮革に使われない理由 
        （硬化と耐摩耗性に難がある） 

一般に、建て染めは還元剤を強アルカリ液の中で作用さ
せ、高温で行う。 

 この結果、皮革の硬化と縮みが起きる。 

強アルカリの影響で柔軟性も劣化する。 

 また染料が表面に付着しているだけなので摩擦で落ちや
すい。このためバインダー（固着剤）を用いている。つまり
塗っている。 

 

 
上の問題点は染色液の調整法を変え、また次の減圧法も

しくは超音波法での染色で解消する。 

 

その対策 



減圧法と超音波法による染色容器 

これらの容器での染色で皮革の奥にまで染料を染め込める。 



各染色堅牢度試験結果（ＪＩＳ法）比較に藍を用いた 

堅牢度試験 測定対象 古代紫 藍 堅牢度の比較

耐光

ブルースケール３級　染色布（絹） ６級以上 ６級以上

藍のほうが強いブルースケール４級　染色布（絹） ５～６級 ６級以上

ブルースケール５級　染色布（絹） ４～５級 ５級

耐摩擦

経糸方向　乾燥　白布（綿） ４～５級 ３～４級

古代紫のほうが強い
経糸方向　湿潤　白布（綿） ４級 ３級

緯糸方向　乾燥　白布（綿） ４～５級 ３～４級

緯糸方向　湿潤　白布（綿） ４級 ３級

耐洗濯

白布（絹） ５級 ４級

古代紫のほうが強い白布（綿） ５級 ４～５級

染色布（絹） ５級 ５級

耐汗

酸性汗　白布（絹） ５級 ５級

ほぼ同等

酸性汗　白布（綿） ５級 ５級

酸性汗　染色布（絹） ５級 ５級

塩基性汗　白布（絹） ５級 ４～５級

塩基性汗　白布（綿） ５級 ５級

塩基性汗　染色布（絹） ５級 ５級



ＪＩＳ法による堅牢度測定の結論 

一般的に、染色堅牢度が3級以上のものが商品として 
利用されている。 
 
藍は３級以上の値となったが、 
6,6’-ジブロモインジゴ（古代紫）は、いずれも４級以上
の値となった。 
 
染色堅牢度において、藍に何ら見劣りすることはなく、 
商品化に問題のない染料であることが明らかとなった。 
 



従来技術とその問題点 

天然は高価である 

 （あるＨＰでは8０００円／ｇと載っている） 

多量の貝を殺して得ることになる 

 （1909年、P. Friedlander は12,000粒のシリアツブリボラ から
1.4gの色素を得て化学的組成を明らかにした。アカニシを用
いる場合はこれより少数でよいが） 

光の影響の排除法が知られていない 

 （脱臭素による藍化の対策として月明かりの元での染色とい
った方法がとられている） 

皮革への建て染めはできない 

 （皮革職人の間では、皮革には建て染めをしないことが常識
となっている） 

 



新技術の特徴・従来技術との比較 

安価である 

光の影響の除去で古代紫本来の色調に染色できる。また、
藍化（青変）を意識的に利用できる 

堅牢度（耐紫外線、耐摩擦、耐洗濯、耐汗）は藍に遜色が
ない。（商品として、通用する堅牢度である事を確かめた） 

皮革への染色が可能となった 

貝を殺す必要がない 

 

想定される用途 
布、糸、皮革、紙、その他の製品への使用 

 
 
 



実用化に向けた課題 

染織作家と協力した周知活動。 

 →かつて歴代皇帝やクレオパトラ、シーザー等の
古代ローマ貴人の間でのみ用いられていた、希
少な染料であることをアピール。 

 

染料合成企業や染織企業との共同研究。 

 



企業への期待 

15世紀には消滅状態となった高貴な染料・古代紫
であるが、本特許技術を活用して、現代社会に蘇
らせたい。 

 

染料の合成 

  製造に取り組みたい企業との具体的連携 

販売ルートの開発 

 古代紫染料を用いた染織作品を製造販売する  

 企業 



本技術に関する知的財産権                                                               

（発明の名称のみ） 

建染染色方法及び建染染色装置 

  （皮革への染色法） 

6,6’-ジブロモインジゴの製造方法 

  （合成条件の改良） 

6,6’-ジブロモインジゴの染色液製造取扱法及び
染物製造法 

  （特定波長の除去による藍化しない染色法） 



お問い合わせ先 

学校法人 明星学苑 明星大学 
  連携研究センター  田沼 伸久 
  Tel          : 042-591-5639 
  Fax        ： 042-591-5644 
  E-mail    ： chizai@gad.meisei-u.ac.jp 

 

タマティーエルオー株式会社 
  産学連携事業部  田島 伸明 
  Tel      : 042-570-7240 
  Fax    ： 042-570-7241 
  E-mail   ： tech@tama-tlo.com 
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